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研究成果の概要（和文）：　本研究の一番大きな成果は、大英博物館の日本コレクションの草創期である19世紀後半か
ら、コレクションが盤石なものと変容を遂げていく約100年間の日本関連の展覧会図録の調査を通して、大英博物館の
学芸員たちの日本美術に対する理解の変遷の過程が明らかになったことである。
　19世紀後半のコレクターの主観が反映されたやや偏った日本美術理解が、日本から直接情報が入ってくるようになっ
たことで徐々にその誤差が少なくなり、現代の漫画や伝統工芸の展示などを通して、大英博物館独自の日本理解を示す
ようになる過程を追うことができた。

研究成果の概要（英文）： After looking through the exhibition catalogues of Japanese art from the late 19t
h century to the late 20th century in the British Museum, it became clear how the curators' understanding 
of Japanese art changed through 100 years in the British Museum. 
 It clearly illustrates that in the late 19th century, collector's understanding was reflected on collecti
ng policy and exhibition of Japanese art, but it gradually changed throughout the 20th century. 
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１．研究開始当初の背景 
 
申請者は、19 世紀末から 20 世紀初頭にか
けての大英博物館の日本美術コレクション
を通して、西洋人の日本美術観がどのように
変化したか、また日本と英国においてどのよ
うに「日本美術史」が形成され、理解されて
いったかの過程を、博士課程在籍中に研究し
てきた。西洋人によって蒐集された日本美術
コレクションを歴史資料とみなし、コレクシ
ョンの中身の形態、画派、画題別の内訳を分
析して、コレクターの興味、傾向を導き出す
とともに、時代ごとの社会的、学術的動向と
照らし合わせて、西洋人の日本美術に対する
意識の変遷を分析した。 
申請者の博士論文は、大英博物館、ひいて
は英国人の日本美術に対する意識の変遷を、
大英博物館が日本美術品の蒐集を始めた
1850 年代から 1930 年代までの歴史とコレク
ションの分析を通して明らかにしたもので
ある。しかし、それ以降も日英間の日本美術
を介した交流は続いており、コレクションは
現在も拡大を続けている。特に、1930 年代以
降の大英博物館の日本美術コレクションの
全貌を明らかにすることは、日英交流史に新
たな側面を提供すると思われる。本研究は
1930 年代以降、現在までの大英博物館の日本
美術コレクション形成の歴史を通して、英国
人の日本美術観が、日本美術に初めて出会っ
た 1850 年代以降現在まで、どのように変化
したかを明らかにするものである。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、大英博物館で日本美術品の蒐集
が始まった 1850 年代以降現在までの通史を
明確にすることで、日英美術交流史・英国に
おける日本美術観の変遷を示すことを目標
とする。申請者が博士論文で取り扱った大英
博物館における日本美術蒐集と展示の研究
成果を基盤に、博士論文で扱いきれなかった
1930 年代以降の蒐集の歴史に着目し、大英博
物館所蔵の3万点に及ぶ日本美術コレクショ
ンの全貌を明らかにするものである。 
 
３．研究の方法 
 
第一に、大英博物館に 1ヶ月単位で数度に
わたり滞在し、各部局の登録簿や館内データ
ベースを利用して、集中的に所蔵された日本
美術品の来歴を明らかにする。それを基に、
大英博物館が最初に日本美術品を入手した
1850 年代から現在に至るまでの作品の来歴
リストを作成する。 
第二に、寄進者や購入先の詳細の調査、コ
レクション内容の分析や時代ごとの傾向な
どを導き出し、大英博物館所蔵の日本美術コ
レクションの全貌、英国における日本美術観
の変遷を明らかにする。 
 

（1）大英博物館における長期資料調査 
大英博物館の日本セクションをベースに、版
画・素描部、民俗学部、英国中世古美術部を
前身とした各部局で、登録簿・ミーティング
の議事録・所蔵者と博物館間に交わされた書
簡など、特に申請者が未調査の 1930 年代以
降の資料を中心にアーカイヴの調査を行う。
館内データベースの情報と照らし合わせ、順
次訂正していく。 
 
（2）所蔵品来歴リストの作成 
（1）で得られた成果を基に、年代、作品番
号（旧所蔵番号と現在の所蔵番号）作品名、
旧所蔵者を明記したリストを作成する。登録
簿には、「日本絵画 100 点」といった感じで、
個々の詳細がわからないものもあるので、そ
れらに関しては、データベースの情報、実際
の作品との照合を行い、データを正確化して
いく。 
 
（3）旧所蔵者の来歴リストの作成 
来歴リストから、大量の作品を寄贈、もしく
は売却している人物、美術史的価値が高い作
品の旧蔵者などを取り上げ、経歴を調査する。
さらに、その作品が大英博物館に入るに至っ
た経緯、時代背景などを検証する。 
 
４．研究成果 
 
大きな成果は、19 世紀後半から 20 世紀後
半にかけての、日本関連の展覧会図録やプレ
スリリース等の調査を行ったことで、100 年
間の大英博物館内部での日本美術に対する
理解の変遷を追えたことである。 
日本美術蒐集家本人の主観で展示物が構
成されていた 19 世紀後半は、日本美術の通
史をコレクションの中から示す構成になっ
ている。浮世絵の展示も、約 5 年をかけて、
浮世絵の草創期から幕末までを時代を追っ
て、毎年版画・素描部のギャラリーで展示し
続けている。しかし、時代を経るに従って、
「風景画」「美人画」「北斎」「根付」「円山四
条派の絵画」など、内容に特化された展覧会
が開催されるようになってくる。 
また、浮世絵の展覧会の最終年度には、「タ
イムズ」紙の展覧会評に、「我々鑑賞者は、
これまでの浮世絵の展示を通して浮世絵の
歴史を十分理解している」と言った趣旨のこ
とが書かれており、19 世紀後半から 20 世紀
初頭にかけては、展覧会の記録からも、日本
美術史、また浮世絵の通史を、大英博物館側
が鑑賞者に提供しようとしていることがう
かがえる。 
専門的な展覧会が開催されるようになっ
たのは、日本担当の学芸員であったローレン
ス・ビニヨンが、日本画家、修復や絵画の鑑
定家と言った、日本美術の専門家たちを大英
博物館に招聘したり、日本を旅するなどして、
専門的な日本美術に関する知識を日本から
直接吸収しようとし、日本絵画の蒐集方針を



変えて行った時期の後にあたる。つまり、ビ
ニヨンの努力により、日本美術コレクション
が充実していき、その充実したコレクション
を利用して、1930 年代以降より、日本美術に
関する基礎的な知識を鑑賞者が既に持って
いるという前提で、より専門的な内容の日本
美術関連の展覧会が徐々に開催されるよう
になっていくのである。大英博物館の日本部
門における、日英の人的な交流や、蒐集方針
の転換等については、これまで様々なアーカ
イヴや登録簿、データベースの情報等から明
らかになっていたが、このたびの調査を通し
て、展示の側面に、大英博物館の内部におけ
る日本美術に対する理解が色濃く反映され
ていることが証明されたのは大変意義深い。 
また、現在大英博物館が所蔵する中国絵画
の名品である、顧愷之筆の《女史箴図》の宋
時代の模写作品の木版複製の作成依頼が、
1902 年の日英博覧会に合わせて渡英した版
画家の漆原由次郎と摺師の杉崎秀明に成さ
れ、完成するまでの過程を、版画・素描部の
議事録から詳らかにすることができた。日英
の文化交流史の観点から見ても、とても重要
な事例である。 
さらに、19 世紀後半にお雇い外国人として
日本を訪れ、アマチュアの考古学者として日
本全国の古墳を踏査したウィリアム・ガウラ
ンドが撮影した古墳の資料写真や調査ノー
トが納められた箱を全て調査し、整理を行っ
た。資料自体の調査に関しては、考古学の研
究者に委ねなければならないが、明治時代に
日本を訪れた外国人たちが、どのような場所
を旅し、交流を持っていたのかがわかる大変
貴重な史料であった。 
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